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1. 令和2年3月期の連結業績（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2年3月期 18,369 △4.6 1,997 △35.4 1,975 △36.3 1,313 △37.1

31年3月期 19,253 7.6 3,095 28.9 3,100 29.7 2,088 30.7

（注）包括利益 2年3月期　　1,312百万円 （△37.1％） 31年3月期　　2,086百万円 （30.5％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2年3月期 339.36 ― 11.0 11.8 10.9

31年3月期 530.93 ― 19.0 19.5 16.1

（参考） 持分法投資損益 2年3月期 ―百万円 31年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2年3月期 17,091 11,972 70.1 3,166.11

31年3月期 16,494 11,951 72.5 3,038.38

（参考） 自己資本 2年3月期 11,972百万円 31年3月期 11,951百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2年3月期 675 △920 △448 5,228

31年3月期 1,921 △471 △571 5,922

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

31年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00 157 7.5 1.4

2年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00 151 11.8 1.3

3年3月期(予想) ― 0.00 ― 40.00 40.00 14.8

3. 令和 3年 3月期の連結業績予想（令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,770 △8.7 1,520 △23.9 1,500 △24.1 1,020 △22.3 269.73

（注）当社は年次での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しています。詳細は、添付資料P４「１．経営成績等の概
況（４）今後の見通し」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2年3月期 3,935,000 株 31年3月期 3,935,000 株

② 期末自己株式数 2年3月期 153,425 株 31年3月期 1,425 株

③ 期中平均株式数 2年3月期 3,870,449 株 31年3月期 3,933,591 株

（参考）個別業績の概要

令和2年3月期の個別業績（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2年3月期 16,750 △5.4 1,336 △41.6 1,395 △41.2 941 △42.4

31年3月期 17,700 8.9 2,287 38.5 2,374 36.7 1,632 169.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2年3月期 243.20 ―

31年3月期 415.12 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2年3月期 10,556 7,432 70.4 1,965.58

31年3月期 10,989 7,783 70.8 1,978.69

（参考） 自己資本 2年3月期 7,432百万円 31年3月期 7,783百万円

※決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々
な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

     当連結会計年度、国内においては消費税増税に伴う駆け込み需要の想定以上の反動減、国外においては東アジア

をはじめとする諸外国の国内情勢の不安定化によるインバウンド需要の減少、コロナウィルス感染症の感染リスク

の高まりがありました。

    また現在も、国内外における新型コロナウイルスの感染拡大に伴う訪日外国人の激減、国内消費者の外出の自

粛、消費マインドの冷え込み、店舗休業等により先行き不透明な状況が続いております。

    このような状況の下、当連結会計年度の当社グループ連結売上高は、18,369,640千円（前年同期比4.6％減）と

なりました。

 本年度も昨年度に引続き、特定の地域エリアでの広告戦略の最適化、ＴＶＣＭ・ネット広告・プロモーションを

行ってきております。品目別売上の基礎化粧品は11,946,177千円（同10.3％減）、メイクアップ化粧品は

1,308,920千円（同0.5％増）、トイレタリーは615,801千円（同4.2％増）、栄養補助食品・雑貨等は4,005,043千

円（同26.7％増）となりました。

 販売ルート別では、通信販売が8,610,110千円（同6.3％減）、百貨店向卸売が3,723,692千円（同2.5％減）、そ

の他卸売が4,585,224千円（同2.5％減）、直営店は1,449,595千円（同5.9％減）となりました。

 売上原価は4,705,435千円（同0.7％減）となりました。販売費及び一般管理費は、広告宣伝・販売促進費が

4,723,716千円（同3.1％減）、その他経費が6,942,614千円（同6.1％増）、合計11,666,331千円（同2.2％増）と

なっております。

 これらの結果、営業利益は1,997,873千円（同35.4％減）、経常利益は1,975,966千円（同36.3％減）、親会社株

主に帰属する当期純利益は1,313,475千円（同37.1％減）となりました。

 

品目別実績 （単位：千円）
 

区分

前連結会計年度
 （自 平成30年４月１日
   至 平成31年３月31日）

当連結会計年度
 （自 平成31年４月１日
  至 令和２年３月31日） 増減額 増減率

金額 構成比 金額 構成比

化粧品

    ％   ％   ％

基礎化粧品 13,323,383 69.2 11,946,177 65.0 △1,377,205 △10.3

メイクアップ化粧品 1,302,459 6.8 1,308,920 7.1 6,461 0.5

トイレタリー 590,888 3.1 615,801 3.4 24,913 4.2

その他（注）１ 871,553 4.5 492,680 2.7 △378,873 △43.5

小計 16,088,283 83.6 14,363,579 78.2 △1,724,704 △10.7

栄養補助食品・雑貨等 3,161,909 16.4 4,005,043 21.8 843,133 26.7

化粧品・栄養補助食品等 小計 19,250,193 100.0 18,368,623 100.0 △881,570 △4.6

その他（注）２ 3,363 0.0 1,017 0.0 △2,346 △69.8

合計 19,253,557 100.0 18,369,640 100.0 △883,917 △4.6

（注）１．期間を限定して提供するキャンペーンセット品等が主なものです。

２．カルチャーセンター等の売上が主なものです。

３．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

 

販売ルート別実績 （単位：千円）
 

区分

前連結会計年度
 （自 平成30年４月１日
  至 平成31年３月31日）

当連結会計年度
 （自 平成31年４月１日
  至 令和２年３月31日） 増減額 増減率

金額 構成比 金額 構成比

販 売

ルート

    ％   ％   ％

通信販売 9,185,362 47.7 8,610,110 46.9 △575,252 △6.3

百貨店向卸売 3,820,531 19.9 3,723,692 20.3 △96,839 △2.5

その他卸売 4,704,162 24.4 4,585,224 24.9 △118,938 △2.5

直営店 1,540,136 8.0 1,449,595 7.9 △90,540 △5.9

合計 19,250,193 100.0 18,368,623 100.0 △881,570 △4.6

（注）１．上記の合計表は、「品目別売上」の「その他」を除いた「化粧品・栄養補助食品等 小計」売上に対して記

載しています。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。
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(2）当期の財政状態の概況 

 （資産） 

  流動資産は、前連結会計年度末に比較して228,526千円増加し、11,148,276千円になりました。これは主とし

て、商品及び製品、原材料及び貯蔵品が増加したことによるものです。 

  固定資産は、前連結会計年度末に比較して368,837千円増加し、5,943,161千円になりました。これは主とし

て、新小諸工場の土地と建設の一部工事代金等の支払いのため建設仮勘定が増加したことと物流システム等のソ

フトウェアの増加によるものです。 

 （負債） 

  流動負債は、前連結会計年度末に比較して278,515千円減少し、3,397,913千円になりました。これは主とし

て、未払金は増加しましたが未払法人税等が減少したことによるものです。 

  固定負債は、前連結会計年度末に比較して854,662千円増加し、1,720,630千円になりました。これは主とし

て、長期借入金の借入れが増加したことによるものです。 

 （純資産） 

  純資産は、前連結会計年度末に比較して21,217千円増加し、11,972,893千円になりました。これは主として、

利益剰余金と自己株式が増加したことによるものです。 

 

(3)当期のキャッシュ・フローの概況 

   当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、主に売上債権の減少額、未払債務の増加

額、長期借入金の純増加額等による増加と法人税等の支払額、たな卸資産の増加額等による減少により、前連結

会計年度に比べ694,104千円減少し、5,228,347千円となりました。

  当会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりです。

    （営業活動によるキャッシュ・フロー）

   営業活動の結果得られた資金は、675,509千円となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益

1,927,627千円、減価償却費630,206千円、売上債権の減少額547,240千円等の増加と法人税等の支払額

1,146,590千円、たな卸資産の増加額1,359,793千円等の減少によるものです。前連結会計年度に比べ

1,246,301千円の減少となりました。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

     投資活動の結果使用した資金は、920,258千円となりました。これは主に、新小諸工場の土地と建設の一部

工事代金等の支払い等による有形固定資産の取得による支出650,673千円と物流システム等のソフトウェアに

よる無形固定資産の取得による支出259,301千円によるものです。前連結会計年度に比べ449,022千円の使用

の増加になりました。

   （財務活動によるキャッシュ・フロー）

     財務活動の結果使用した資金は、448,744千円となりました。これは主に、長期借入金の純増加額965,183

千円と自己株式の取得による支出1,156,656千円によるものです。前連結会計年度に比べ122,863千円の使用

の減少となりました。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

  平成28年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期 平成31年３月期 令和２年３月期

 自己資本比率(％) 57.6 62.9 65.3 72.5 70.1

 時価ベースの自己資本比率(％) 102.7 112.8 201.4 166.2 102.9

 キャッシュ・フロー対有利子負
債比率(％)

173.0 189.9 94.7 108.1 435.6

 インタレスト・カバレッジ・レ
シオ(倍)

48.0 56.7 141.2 217.0 102.2

 自己資本比率：自己資本／総資産

 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

 インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

 （注）１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

 ２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

 ３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。

 ４．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としていま

す。

 

- 3 -

㈱ハーバー研究所（4925）令和２年３月期　決算短信



(4）今後の見通し 

 次年度の見通しにつきましては、現在も新型コロナウイルス感染症が世界的に広がりを見せており、国内において

も政府による「緊急事態宣言」の発令により、人々の健康や生活はもちろんのこと、経済に対する厳しい影響が懸念

されており、先行き不透明な状況が予想されます。

 次年度においても、通信販売、店舗販売及び流通事業の販売チャネルにて、地域に合った効率の良い広告戦略やプ

ロモーション、販売促進イベントを実施するとともに、効果的な店舗戦略を実施することで、地域エリア深耕を目指

します。加えてメディアや企業等とタイアップすることで当社グループの知名度向上及び新規顧客の開拓、既存のお

客様の固定化を目指します。

 これらと共に新型コロナウィルス感染症の収束が見通せない中、当社グループは激変する環境にスピードをもって

的確・柔軟に対応するとともに企画・製造から物流にいたるまでのグループの総合力を、創業からの「無添加主義

®」という理念と共に活かして対応していきたいと考えております。

 以上により、次期売上高は16,770,000千円（前期増減率8.7％減）、営業利益1,520,000千円（同23.9％減）、経常

利益1,500,000千円（同24.1％減）、親会社株主に帰属する当期純利益1,020,000千円（同22.3％減）を見込んでおり

ます。

 配当金については、将来の積極的な事業展開とそれを支える経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつ

つ、株主の皆さまに安定的な配当を実施する事を基本方針としています。

 今後も、中長期的な視点に立って、業容の拡大に向けて積極的な投資を続けていくとともに研究開発や製造設備の

増強等にも力をいれ、企業価値の向上に努めてまいります。

  上記の方針に基づき、当事業年度の配当金につきましては、期末配当金として１株当たり40円としました。

 また、次期の配当金につきましても、経営基盤の強化を図るため、内部留保とのバランスを考慮しつつ、株主の皆

様へ安定的な配当を実施できるよう努めてまいります。

（新型コロナウイルス感染症に関するリスクについて）

 当社グループは、お客様・社員の安全を最優先に予防対策を講じておりますが、店舗・コールセンター・工場・物

流センター等において感染者が発生し営業継続に支障をきたした場合、また、取引先において感染者発生により弊害

が生じた場合等、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(5）事業等のリスク

 以下において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社４社、以下同じ。）の事業展開に関してリスク要因とな

る可能性があると考えられる主な事項を記載しています。

  当社グループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合の対応に努める方針

です。本項においては、将来に関する事項が含まれていますが、当該事項は当連結会計年度末現在において判断した

ものです。また、以下の記載は当社グループの事業に関連するリスクを完全に網羅するものではありませんので、こ

の点にご留意下さい。

 なお、本項は連結ベースでの記載を原則としていますが、リスク内容の適切な理解を図るため、内容によっては当

社単体での記載としており、「当社グループ」と「当社」の記載が混在しています。

① 原料供給について

イ．スクワランについて

(イ)供給について

 当社グループは、深海ザメの肝油から抽出されたスクワレン及びそれを飽和安定化させたスクワランを、各種

製品に原料として広範囲に使用しています。現在、深海ザメについては捕獲制限等の規制はなく、原料供給に問

題は生じていませんが、将来、仮に漁獲制限等の事態が発生すれば、原材料の見直し等の対応が必要となりま

す。このような事態に備え、当社では、平成28年11月に植物性スクワランを新発売しました。

(ロ)スクワラン供給会社について

 美容オイル「スクワラン」の原料である高純度スクワランは、外部委託会社で精製され、製造子会社ハーバー

株式会社が購入しています。

 しかしながら、当該外部委託会社の精製設備に不測の事態が生じた場合、当社グループは他社から同等規格の

原料を仕入れる必要が生じ、品質・価格等の維持が困難となり、当社グループの営業成績に影響を与える可能性

があります。 
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ロ．チシマザサについて 

 当社グループの主力商品である美容液「薬用ホワイトレディ」には、天然由来のチシマザサ水が配合されてい

ます。原料のチシマザサは当局の許可を得たメーカーにより、毎年計画的に伐採され、当該メーカーと共同出願

に基づいた製法により優先的に安定供給されることとなっています。

 もし、何らかの事情によりチシマザサ水の製造に不測の事態が生じた場合には、当社グループの営業成績に影

響を与える可能性があります。

 なお、チシマザサは東北・北海道に群生しており、伐採後ほぼ５年で元通りに復元するため、伐採は環境を破

壊するものではなく、逆に適度の伐採は好ましいとされています。

 

② 法的規制について 

 化粧品事業における法的規制に関しては、医薬品、医薬部外品、化粧品等の品質、有効性及び安全性の確保を

目的とする「医薬品医療機器等法」関係の規制を受けています。当社が、医薬品医療機器等法に基づく「化粧品

製造販売業」の許可を得ているほか、当社グループでは「化粧品製造業」、「医薬部外品製造業」及び「化粧品

製造販売業」、「医薬部外品製造販売業」の許可を得た子会社のハーバー株式会社が、医薬部外品を含め、各種

の基礎化粧品及び関連製品の製造及び製造販売を行っています。また、ハーバーコスメティクス株式会社は、

「医薬部外品製造業」、「化粧品製造業」及び「化粧品製造販売業」の許可、株式会社ＨプラスＢライフサイエ

ンスは「化粧品製造販売業」及び「医薬部外品製造販売業」の許可を得ています。

 栄養補助食品は、全商品とも当社は外部に製造を委託していますが、次の様な法律の規制を受けています。

○食品安全基本法

食品の安全性の確保について定めた法律

○食品衛生法

食品の規格、添加物、衛生監視及び営業許可について定めた法律

○農林物資の規格化及び適正化に関する法律

日本農林規格（ＪＡＳ）の品質、表示基準について定めた法律

○健康増進法

販売する食品について、栄養成分又は熱量を表示する場合の基準を規定

○保健機能食品制度

健康食品のうち、一定の条件を満たした食品を「栄養機能食品」、「特定保健用食品」、「機能性表示食品」

と称することを認める制度

 化粧品、栄養補助食品双方の製造に共通する法的規制としては、

○計量法

計量の基準を定め、適正な計量の実施の確保について定めた法律

○容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（容器包装リサイクル法）

 消費者がごみの分別を、行政は回収・運搬と中間処理（ペットボトルの断裁等）を行い、最終的な再商品化の

費用はメーカー側が負担する仕組みについて定めた法律

○不正競争防止法

 不正な利益をえること又は他人に損害を加えることを防止し、事業者間の公正な競争を確保するための法律等

の法律があります。

  また、販売に関わる法的規制では、「医薬品医療機器等法」に医薬品、医薬部外品、化粧品等の製造・販売・

取扱い・広告等について規定があり、虚偽又は誤解を招くおそれのある事項や承認を受けていない効能又は効果

を容器及び添付文書や広告に記述することは、禁止されています。当社グループでは疑問のある表示等について

は、直接の監督窓口である「東京都福祉保健局健康安全部薬務課監視指導担当」などへ照会し回答を得たうえで

表示する等、慎重な対応を行っています。

 通信販売についての法的規制としては、

○特定商取引に関する法律

訪問販売、通信販売等を公正にし、購入者等の損害の防止を図ることにより、購入者等の利益を保護する法律

○景品表示法 

商品の取引において不当景品類及び不当表示による顧客の誘導防止を定めた法律

 その他、化粧品表示に関しては、公正競争規約（（社）全国公正取引協議会連合会）、公正取引協議会（公正

取引委員会認定）、日本化粧品工業連合会の定める規約に基づいた表示を行っています。
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③ 個人情報の管理について 

  当社グループは通信販売を主体としていることから、多数の個人情報を保有しています。また、今後インター

ネット販売の増加も予想され、個人情報については、連結子会社を含め社内管理体制を整備し、情報管理への意

識を高めるとともに、インターネット網と販売管理システムの遮断、不正アクセス監視システムの導入等、安易

に個人情報が漏洩することのないようなセキュリティ対策をとっています。「個人情報保護法」の全面施行に対

応し、諸規程の整備、社内教育の一層の充実を図っています。

 しかしながら、不測の事態により、万が一、個人情報が外部に漏洩するような事態となった場合には当社グル

ープの信用失墜による売上の減少、または損害賠償による費用の発生等が起こることも考えられ、業績に影響を

及ぼす可能性があります。

 

２．企業集団の状況

  当社グループは化粧品の製造販売と栄養補助食品等の製造販売を主な事業としています。

  当社グループの研究開発、商品開発は当社の生命科学研究所が行っております。

  当社グループの生産体制は、化粧品については、主にハーバー株式会社で製造している他、ハーバーコスメティクス

株式会社、株式会社ＨプラスＢライフサイエンス及び外部委託会社で製造しております。また、栄養補助食品等につ

いても、ハーバー株式会社で製造する他、当社グループが指定した仕様で外部業者に製造を委託しております。

  販売体制については、当社は通信販売のほかに、百貨店向けや販売業者向け卸売販売、直営店舗での販売等を行って

おります。株式会社ＨプラスＢライフサイエンスは販売業者向け卸売販売を行っております。主力の通信販売の受注

は、主に北海道札幌市と広島県福山市のコールセンターで行っています。商品の発送は主に千葉県香取郡多古町と広

島県福山市の物流センターにおいてハーバーコスメティクス株式会社が行っております。

 

 (1) 事業の系統図

 

注１．海白（上海）商貿有限公司は影響額が軽微なため、本図には記載していません。 

２．ハーバーコスメティクス㈱は、当社グループの物流を委託されています。

３．生命科学研究所は、㈱ハーバー研究所の研究開発部門です。
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 (2) 関係会社の状況 

名称 住所
資本金又は
出資金（千

円）
主要な事業の内容

議決権の所有
割合又は被所
有割合（％）

関係内容

(連結子会社)          

ハーバー㈱

（注）
北海道苫小牧市 90,000

化粧品製造販売、食

品・栄養補助食品製造

販売

100

化粧品、食品・栄養

補助食品等の仕入先

役員の兼任等…有

ハーバーコスメティク

ス㈱

（注）

千葉県香取郡多

古町
10,000

商品の梱包・配送請

負、化粧品製造販売
100

商品の梱包・配送請

負、化粧品等の仕入

先 

役員の兼任等…有

㈱ＨプラスＢライフサ

イエンス
東京都千代田区 50,000

食品・栄養補助食品製

造販売・化粧品製造販

売

100

食品・栄養補助食品

等の仕入先

役員の兼任等…有

海白（上海）商貿有限

公司
中国上海市

千中国元

800

化粧品販売、食品・栄

養補助食品販売
100

輸入代理委託先

役員の兼任等…有

（注）特定子会社に該当しています。

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

  当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏し

いため、会計基準につきましては日本基準を適用しています。
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４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当連結会計年度 

(令和２年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,922,452 5,228,347 

受取手形及び売掛金 2,008,280 1,453,771 

商品及び製品 1,410,912 2,388,971 

仕掛品 49,570 19,413 

原材料及び貯蔵品 1,438,085 1,849,976 

その他 128,555 238,872 

貸倒引当金 △38,106 △31,077 

流動資産合計 10,919,749 11,148,276 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 4,398,973 4,510,874 

減価償却累計額 △2,119,715 △2,261,430 

建物及び構築物（純額） 2,279,257 2,249,443 

機械装置及び運搬具 1,744,701 1,763,204 

減価償却累計額 △1,287,807 △1,396,278 

機械装置及び運搬具（純額） 456,894 366,926 

工具、器具及び備品 1,078,196 1,168,320 

減価償却累計額 △852,850 △912,578 

工具、器具及び備品（純額） 225,346 255,742 

土地 1,492,100 1,584,830 

建設仮勘定 3,296 254,520 

有形固定資産合計 4,456,895 4,711,462 

無形固定資産    

ソフトウエア 624,897 701,054 

商標権 57,700 42,957 

その他 14,184 14,079 

無形固定資産合計 696,783 758,091 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,024 4,026 

繰延税金資産 158,379 181,294 

差入保証金 237,544 251,531 

その他 19,696 36,755 

投資その他の資産合計 420,645 473,607 

固定資産合計 5,574,324 5,943,161 

資産合計 16,494,073 17,091,438 

 

- 8 -

㈱ハーバー研究所（4925）令和２年３月期　決算短信



 

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当連結会計年度 

(令和２年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 494,344 474,387 

短期借入金 600,000 500,000 

1年内返済予定の長期借入金 648,914 763,106 

未払金 791,073 1,133,065 

未払法人税等 669,376 157,654 

未払消費税等 78,476 10,685 

ポイント引当金 217,462 249,738 

その他 176,781 109,275 

流動負債合計 3,676,428 3,397,913 

固定負債    

長期借入金 828,714 1,679,705 

その他 37,254 40,925 

固定負債合計 865,968 1,720,630 

負債合計 4,542,396 5,118,544 

純資産の部    

株主資本    

資本金 696,450 696,450 

資本剰余金 812,570 812,570 

利益剰余金 10,441,346 11,597,479 

自己株式 △2,140 △1,135,756 

株主資本合計 11,948,226 11,970,743 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 471 △221 

為替換算調整勘定 2,979 2,372 

その他の包括利益累計額合計 3,450 2,150 

純資産合計 11,951,676 11,972,893 

負債純資産合計 16,494,073 17,091,438 

 

- 9 -

㈱ハーバー研究所（4925）令和２年３月期　決算短信



（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成30年４月１日 
 至 平成31年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和２年３月31日) 

売上高 19,253,557 18,369,640 

売上原価 4,740,897 4,705,435 

売上総利益 14,512,660 13,664,204 

販売費及び一般管理費 11,417,617 11,666,331 

営業利益 3,095,043 1,997,873 

営業外収益    

受取利息 106 74 

受取配当金 164 159 

受取賃貸料 2,316 2,316 

助成金収入 4,126 624 

受取保険金 1,938 － 

受取補償金 1,644 2,083 

その他 6,185 2,942 

営業外収益合計 16,483 8,201 

営業外費用    

支払利息 8,855 6,609 

自己株式取得費用 － 21,327 

その他 1,949 2,170 

営業外費用合計 10,804 30,107 

経常利益 3,100,722 1,975,966 

特別利益    

固定資産売却益 1,234 1,627 

投資有価証券売却益 155 － 

特別利益合計 1,389 1,627 

特別損失    

固定資産売却損 － 5,990 

固定資産除却損 7,732 13,975 

役員弔慰金 － 30,000 

減損損失 20,940 － 

特別損失合計 28,673 49,966 

税金等調整前当期純利益 3,073,439 1,927,627 

法人税、住民税及び事業税 1,011,494 636,761 

法人税等調整額 △26,533 △22,609 

法人税等合計 984,961 614,151 

当期純利益 2,088,478 1,313,475 

親会社株主に帰属する当期純利益 2,088,478 1,313,475 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成30年４月１日 
 至 平成31年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和２年３月31日) 

当期純利益 2,088,478 1,313,475 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △855 △692 

為替換算調整勘定 △1,389 △606 

その他の包括利益合計 △2,244 △1,299 

包括利益 2,086,233 1,312,176 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 2,086,233 1,312,176 

非支配株主に係る包括利益 － － 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成30年４月１日 至 平成31年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 696,450 812,570 8,470,877 △1,636 9,978,261 

当期変動額          

剰余金の配当     △118,008   △118,008 

親会社株主に帰属する
当期純利益     2,088,478   2,088,478 

自己株式の取得       △504 △504 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 1,970,469 △504 1,969,965 

当期末残高 696,450 812,570 10,441,346 △2,140 11,948,226 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 為替換算調整勘定 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 1,326 4,368 5,694 9,983,955 

当期変動額        

剰余金の配当       △118,008 

親会社株主に帰属する
当期純利益       2,088,478 

自己株式の取得       △504 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

△855 △1,389 △2,244 △2,244 

当期変動額合計 △855 △1,389 △2,244 1,967,720 

当期末残高 471 2,979 3,450 11,951,676 
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当連結会計年度（自 平成31年４月１日 至 令和２年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 696,450 812,570 10,441,346 △2,140 11,948,226 

当期変動額          

剰余金の配当     △157,343   △157,343 

親会社株主に帰属する
当期純利益     1,313,475   1,313,475 

自己株式の取得       △1,133,616 △1,133,616 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 1,156,132 △1,133,616 22,516 

当期末残高 696,450 812,570 11,597,479 △1,135,756 11,970,743 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 471 2,979 3,450 11,951,676 

当期変動額        

剰余金の配当       △157,343 

親会社株主に帰属する
当期純利益       1,313,475 

自己株式の取得       △1,133,616 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △692 △606 △1,299 △1,299 

当期変動額合計 △692 △606 △1,299 21,217 

当期末残高 △221 2,372 2,150 11,972,893 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成30年４月１日 
 至 平成31年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和２年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 3,073,439 1,927,627 

減価償却費 616,886 630,206 

引当金の増減額（△は減少） △72,066 25,247 

減損損失 20,940 － 

受取利息及び受取配当金 △271 △234 

支払利息 8,855 6,609 

固定資産売却損益（△は益） △1,234 4,363 

固定資産除却損 7,732 13,975 

投資有価証券売却損益（△は益） △155 － 

助成金収入 △4,126 △624 

受取保険金 △1,938 － 

受取補償金 △1,644 △2,083 

役員弔慰金 － 30,000 

自己株式取得費用 － 21,327 

売上債権の増減額（△は増加） △100,460 547,240 

たな卸資産の増減額（△は増加） △608,922 △1,359,793 

仕入債務の増減額（△は減少） 146,742 △19,957 

未払債務の増減額（△は減少） △303,041 251,888 

未払又は未収消費税等の増減額 △40,633 △157,361 

その他 24,629 △62,651 

小計 2,764,730 1,855,781 

利息及び配当金の受取額 271 235 

利息の支払額 △8,675 △6,624 

助成金の受取額 4,126 624 

保険金の受取額 1,938 － 

補償金の受取額 1,644 2,083 

役員弔慰金の支払額 － △30,000 

法人税等の支払額 △842,226 △1,146,590 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,921,810 675,509 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △302,366 △650,673 

無形固定資産の取得による支出 △170,472 △259,301 

投資有価証券の売却による収入 510 － 

固定資産の売却による収入 1,234 27,947 

長期前払費用の取得による支出 △1,451 △27,448 

差入保証金の差入による支出 △6,102 △14,997 

差入保証金の回収による収入 4,801 611 

その他 2,610 3,603 

投資活動によるキャッシュ・フロー △471,236 △920,258 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △100,000 

長期借入れによる収入 400,000 1,750,000 

長期借入金の返済による支出 △753,063 △784,817 

配当金の支払額 △118,040 △157,271 

自己株式の取得による支出 △504 △1,156,656 

財務活動によるキャッシュ・フロー △571,608 △448,744 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,391 △610 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 877,574 △694,104 

現金及び現金同等物の期首残高 5,044,878 5,922,452 

現金及び現金同等物の期末残高 5,922,452 5,228,347 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1）連結子会社の数

 前期4社、当期4社

主要な連結子会社の名称

 ハーバー株式会社

 ハーバーコスメティクス株式会社

 株式会社ＨプラスＢライフサイエンス 

 海白（上海）商貿有限公司

 

２．持分法の適用に関する事項

(1）持分法適用の関連会社数

   該当はありません。

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

  連結子会社のうち海白（上海）商貿有限公司の決算日は、12月31日です。

 連結財務諸表の作成に当たっては、同決算日現在の財務諸表を使用しています。ただし、１月１日から連結決算

日３月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っています。

 

４．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①  有価証券

  その他有価証券

 時価のあるもの

   決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）を採用しています。

 時価のないもの

   移動平均法による原価法を採用しています。

②  デリバティブ

原則として時価法

③ たな卸資産

   製品・商品・仕掛品・原材料

    総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

   貯蔵品

    最終仕入原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①  有形固定資産（リース資産を除く）

  定率法を採用しています。

 （ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以降に取

得した建物附属設備及び構築物については定額法によっております。）

  なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ２～50年

機械装置及び運搬具 ２～17年

②  無形固定資産（リース資産を除く） 

  定額法を採用しています。

  なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

 自社利用のソフトウェア  社内における利用可能期間として５年

 商標権          10年

(3）重要な引当金の計上基準 

①  貸倒引当金

  売上債権、貸付金等の貸倒に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しています。
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②  ポイント引当金 

  購入顧客に付与したポイントの使用に備えるため、過去の使用実績率に基づき将来使用されると見込まれる

金額を計上しています。

(4）重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

  外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しています。

(5）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

  手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっています。

(6）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

①  消費税等の会計処理

  消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっています。

 

（表示方法の変更）

     （連結損益計算書）

      前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取補償金」は、営業外収益の総額

の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映さ

せるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っています。

      この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に計上していた7,830

千円は、「受取補償金」1,644千円、「その他」6,185千円として組み替えています。

 

     （連結キャッシュ・フロー計算書）

      前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「税金等調整前当期純利益」に含めて

いた「受取補償金」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。これ

に伴い、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「小計」欄以下において、「補償金の受取額」を独立掲記

することとしました。これらの表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを

行っています。

      この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書の「営業活動によるキャッシュ・フロー」にお

いて、「受取補償金」△1,644千円、「補償金の受取額」1,644千円として組み替えています。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前連結会計年度（自  平成30年４月１日  至  平成31年３月31日）及び当連結会計年度（自  平成31年４月

１日  至  令和２年３月31日）

当社グループは、化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

 

【関連情報】

前連結会計年度（自 平成30年４月１日 至 平成31年３月31日）及び当連結会計年度（自 平成31年４月

１日 至 令和２年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 化粧品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

２．地域ごとの情報

 （1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しています。

 （2）有形固定資産

本邦以外の国に所在する有形固定資産を有していないため、記載を省略しています。

３．主要な顧客ごとの情報

  外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、記載し

ていません。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自 平成30年４月１日 至 平成31年３月31日） 

                                              （単位：千円）

  化粧品事業 全社・消去 合計

 減損損失 20,940 － 20,940

 

当連結会計年度（自 平成31年４月１日 至 令和２年３月31日） 

       該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

前連結会計年度（自 平成30年４月１日 至 平成31年３月31日）及び当連結会計年度（自 平成31年４月

１日 至 令和２年３月31日）

       該当事項はありません。 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

      該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成30年４月１日
至 平成31年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成31年４月１日
至 令和２年３月31日）

１株当たり純資産額 3,038.38円 3,166.11円

１株当たり当期純利益 530.93円 339.36円

  （注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

     ２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前連結会計年度

（自 平成30年４月１日
至 平成31年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成31年４月１日
至 令和２年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益

（千円）
2,088,478 1,313,475

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純利益（千円）
2,088,478 1,313,475

普通株式の期中平均株式数（株） 3,933,591 3,870,449

 

（重要な後発事象）

     該当事項はありません。 
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５．その他

    役員の異動

     ① 代表取締役の異動

       該当事項はありません。

 

     ② その他の役員の異動

       該当事項はありません。
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